
愛知県における子供の読書活動の現況 

 

高校生の不読率（令和４年度） 

 〔２０２２年調査〕 

 

本県における子供の読書活動で取り組むべき課題の一つとして、高校生の不読率の改善が挙げら

れています。不読率は、１か月の間に１冊も本を読まなかった子供の割合です。愛知県教育委員会

では、愛知県子供読書活動推進計画（第四次）の進捗状況とコロナ禍による子供の読書活動の影響

を把握するため、今年度、全校種で調査を実施しました。小・中・高のいずれの世代においても不

読率は上昇傾向にあり、特に高校生の数値が依然として高い状況です。 

１人１台端末の利用によって学習環境が大きく変化する中、デジタル社会に対応した読書環境の

整備等、子供たちの読書の推進に向けて検討してまいります。 

※全国の数値：学校読書調査（全国学校図書館協議会） 

※愛知県の数値：愛知県教育委員会調査 

 

 

 

 

 

 

○ 令和２年度は新型コロナウイルス感染症が拡大していたため、全国の調査は中止となりました。 
○ 令和４年度、愛知県において１か月間に１冊も本を読まなかった高校生の割合（不読率）は、前年度

に比べ、３．０％上昇しました。 
〇 愛知県子供読書活動推進計画（第四次）で定めた令和５年までの高校生の不読率の目標数値は、３３％

以下です。 
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※令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大のため、調査を中止。 

   


